
 京都市職員特殊勤務手当支給規則の一部を改正する規則を公布する。 

  平成２９年２月２２日 

京都市長  門 川 大 作   

京都市規則第   号 

   京都市職員特殊勤務手当支給規則の一部を改正する規則 

京都市職員特殊勤務手当支給規則の一部を次のように改正する。 

附則に次の１項を加える。 

（平成２８年熊本地震による災害により被害を受けた地域において業務に従事する職員に

支給する手当） 

３ 第２条から第１１条までの規定（月額手当の支給に係る部分を除く。）にかかわらず，

平成２８年熊本地震による災害により被害を受けた地域において，職員（管理職手当の

支給を受ける職員を除く。）が，次の表の左欄に掲げる業務に従事したときは，同表の

中欄に掲げる手当として，同表の右欄に掲げる額を支給する。   

市税の賦課，徴収，収納等

の業務 
賦課徴収業務手当 

日額４００円（専ら市税の滞納整

理業務に従事する職員が当該業

務に従事したとき及び当該職員

以外の職員が当該業務と同等の

困難性があると派遣を受けた市

における所属長が特に認める折

衝業務に従事したときにあって

は，６００円) 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は，公布の日から施行する。 

（適用区分） 

２ この規則による改正後の京都市職員特殊勤務手当支給規則（以下「改正後の規則」と

いう。）附則第３項の規定は，平成２８年１２月１日から適用する。 

（支給期日の特例） 

３ 平成２８年１２月１日から平成２９年１月３１日までの期間に係る改正後の規則附則

第３項に規定する賦課徴収業務手当は，改正後の規則第１７条第１項の規定にかかわら

ず，同年３月の給料の支給日に支給する。 

（行財政局人事部給与課） 

３５


